
東 南 ア ジ ア 研 究

EconomicActivities,Saigon:1959,･L Woodruff,

TheStudyofaVietnameseRuralCommunity:

AdministyativeActivities,2vols.Saigon:1960.)

著者は,オ リジナルのテキス トに,他の2人の研

究成果を加味して (生活様式と経済体系,村落行政

と法律),この メコンデルタにある-村落の全貌を

ミクロに描き上げようとしている｡ こうした,いわ

ば息の長い研究は,動乱果てしない南ベ トナムのよ

うな社会ではきわめて困難であって,序文を寄せた

フランスのインドシナ研究の権威 PaulMusが指

摘 しているように,今は古典となっている仏植民当

時の研究成果との断絶を埋めるという意味でも,こ

のモノグラフはきわめて責重なものであると思われ

る｡

内容は,結論の章をいれて全部で11章よりなり,

(1)村の歴史,(2)地形と居住様式,(3)宗教と民間信仰,

(4)血縁体系,(5)社会集団としての家族,(6)生活様式

と経済体系,(7)村落行政と法律,(8)祭礼委員会,(9)

社会経済的分化,(1C?社会経済的プロフィ-ルと社会

移動,それに若干の附記がついている｡各章とも,

詳細を聞き取 りおよび観察,短い歴史的説明,それ

に多数のケース ･スタデ ィを網羅 して ミクロな筆致

が村落の生活を再現 してゆ く｡専門項目が多岐にわ

たるために,もちろんここでは,その細目を紹介 し

たり,評価したりすることはできないけれど,--一つ

の小宇宙としてのこうした村落の生活全体のイメー

ジを読者に伝えるという点では,この書物は,その

希少価値というメ リットを除いても,充分成功 して

いるものであろう｡

そこに描かれた村落住民の生活は,しかしながら,

決して喜ばしいものではない｡生活空間は狭 く,技

術が低いので生活は貧しく,人々は信心深い (とい

うよりは迷信深い)｡ 戦乱の 絶えなかったこともあ

ろうが,人々は村落レベルでさえ協同態勢を組織 し

えず,家父長家族と若干の信者グループ (カオダイ

教の一派やマイノリテ ィであるカ トリック信者集団

など)が成員の忠誠を吸収している｡それは,例え

ば,家族単位の行事 (冠婚葬祭や法事など)に全 く

家計とは不均衡な支FitJTをするというような非合理的

態度に現われたりする前近代的な生活なのである｡

もしわれわれが一昔前の文化人類学者のように好

奇心だけでこのような社会の問題を取 り扱うことを
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否定する立場に立つなら,この書物のもっている価

値は,そうした意味での問題提起でさえあろう｡望

むらくは,本書のような ミクロな分析を全体社会 レ

ベルの諸研究 (例えば, NguyenKien,LeSud-

Vl'etnam ddPuisDien-Bien-Phu,1963;Nghiem

Dang,Vietnam-Politl'cs&PublicAdministra-

tion-1966など)に繋いでゆ く研究が輩出するよう

に願うものである｡

なお,一言不満を述べれば,煩雑であり,一般性

もないので省かれたベ トナム語 (本文中の)の抑揚

記号はつけておいてほしかった｡ (サイゴン出版の

オ リジナルでは,原語は正 しく表記されている｡)

(中野秀一郎)

陳濡性編 ｢袖珍緬華辞典｣ ラ ング- ン :イ

ーセイ ン出版社 ,1963.519p.

ビルマ語の辞書は今までに各種各様のものが知ら

れているが,1963年に新 しく緬華辞典が公刊された｡

本書は題名にもあるように,12×9cmの小型(袖珍)

版である｡

編者は,これとは別に｢綜合緬華大辞典｣,｢模範緬

華大辞典｣の二柾を編纂 している｡前者は,Robert

Shafer, Bibliography of Sino-Tibetan llan-

guages.1963.p.7 に Sein,Chen Yee,The

Comprehensive Burmese-Chinese Dictionary,

Mtlen-HuaTaTz'u-Tien.Peking& Hongkong

(atpress),pp.ca.2000と紹介されているもので

あるが,鹿児島大学の荻原弘明助教授の書簡によれ

ば, これは編者が15年かけてまとめたが未刊だとの

事である｡その abridgededitionが ｢模範緬華大

辞典｣で,1962年に出版されたが早 くも絶版になっ

ており,駐ビルマ日本大使館の石堂事務官からの連

絡によれば,ラングーン市内でさえも残念ながらも

はや入手不能だという｡

従来の各種ビルマ語辞典の内,内容的に最 も充実

しているのは, Judson'sBurmeseEnglishDic-

tionary;revised& enlargedbyR.C.Stevenson

& F.H.Eveleth.Rangoon:1953.p.1061.であ

るが,袖珍辞典はページ数からいってもこのジャド

ソン辞典の半分,収録語菜数からいっても1/3足 らず

にすぎないとはいうものの, ジャドソン辞典に収録

されていない単語や語句,ことに<血液銀行><水
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爆>等の新 しい 里語 が多数掲載 さILてい バ 二_LI;綴

い ること;従 来の緬英･辞許にはみ られない意 味C/)刺

規説明があ ること等,利 珊 Iu謙j:は きわめて 高い C一方,

文例が ほ とん どみ られ ない ;杏里語 に発音 表 記がな

い ;文字の配列順序が従来の辞差(例えば ジャ ドソ

ン) とは異な ってい るばか りか,W.S.Cornyn&

J.K.Musgrave,BurmeseGlossar3,.NewYorkl.

1958.に も従 って お らず,独特C/j配列 形式 ,yi:_L:,て

い るため,従 来の辞書 を使い慣れ た人 .': 悠か J':1て

不便であ る等 の難点 があ る｡

編 者は,現在 Burma HistoricalCommission

究中のE酔史学 音であ るO 発表 した研究論文 も少fi:く

な く, 特 に B.B.H.C.に掲 械 さ/iLた論文 "The

Chinese lnscription atPagan" (vol.Ino.ii,

1960.pp.153-157)は,サ ラブ- (此)門で 発見 さ

じめて解 読 した論文 と して, その功潰 甘 高 く評価 さ

れよう｡ (大野 徹)

MaungBaHam.TheUniversityEnglish-

BurmeseDictionary,pt.トX,Rangoon :

HanthawaddvPress,1951-1966.2292p.

1962年の革 命政椎成｣立後, ビル マでは次 々 と折 し

い英緬 辞典 が刊行 され た｡ 例えば TheAcadem),

EngZish一一BurmeseIllustratedDictionary.Ran-

goon:1962.U Tin Tun,TheConciseEng-

lish-Burmese:Burmese-English Dictionary.

Rangoon:1964.KhitThitEnglishBurmese

Dictionary.Rangoon:1965.等が それであ る｡

ところで, ここで とりあげたバ- ン博上編 しっ某緬

辞典 は,1951年の第1部 か らは じま って1966年 .'=弟

10邦が完成 した雪組 ､らもわか るよ うに,実 に息U)良

い労作であ る｡ もちろん編者 は多数 の人,特 に ラン

グ- ン大学 の U Wun,女 婿の U TinThein等L/〕

協力 の下 に, この辞典 を編纂 したわけだが, これだ

け丹念 にま とめあげた英緬 辞典 は,U TunNyein,

TheStudentsEnglish BurmeseDictionarJ･,.

supplementedbyUTunAungGyaw.Rangoon:

1957.を凌駕す る もojとい -1て も過言 ではない 上ノ山

われ る｡ ただ難点をいえば, 発 旨符号が全 く附せ ら
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:していfJい 車で,在 来レ)英緬 辞典 に残 され ていた理

題の--つが 木だ解 決 されていな い 点 にあ るO対 象言

語の何語 た るかを闘わず, これか らの辞 吉編言募 には

｣_′ ー7

LLrう/､)〇

ともあれ, 本 吉は,収録語東山鼠 は もちろんuj二

と,例文 もふ/Lだん に 上り入 れ られてお り, 莱"-,lz,Jを

学ぶ ビルマ人 1.P=とって,存益 なガイ ドの役 目を果た

昌 r_llF(左 辞典 レ〕 一つ だ といえ よ うC

編 者 レ〕バ- ン博士 は.邦二次世罪大戦中, =′恒 )

車放下 ･:二おいて, ビルマ学 IFl;院 レ⊃辞 告編 纂邦J)スタ

ッフをつ とめた経 験/jrもつ人物 であ ご,O

ビルマにおける辞典編纂U)現状 ,Jrうかがい加ご‖lJ

I) 一つ,Jつ代去 例 として, 本吉を紹介 したいO

(大野 徹)

Bo Taya.YebawThong-gyei't PJVZ'daw

bγan-gan.Rangoon:Hkyobyu-sabay,1966.

227p.(ボ ウ ･ク ー ヤ ー:Ff三 十 志上レ)凱IJJ,'Ji.=)

第2次世界大戦 の勃 発に伴-て, 反英独正,jr主張

i-i,3ドTlj･バマ-了 シーア 二lT')ン (別 名タキ ン先)

は冒 憲の抑圧 によ 一､て地下沃動を余 儀な くされ たが,

定差 記長の タキ ン･アウ ンサ ン (逮捕状が 汗.ていた)

悠 減路車間へ脱 出 日本軍憲兵裾=少佐の T-tjrで東

京に向か -､たO い ---､たんこ､＼そか にビルマに帰 ったア

･17ンサ ンは,llll志 を 基 ご〕｢南機関｣の下 でJEl雄 二教練

を三 .'ナビルマ独 立吊 を結 成,日本軍 の ビルマ耽 撃 と

同町1'=, タイか らビルマ-凱 II]J't;した ことは, 十Hで

はLIJ/,ま～‖二も有 名な席史的 事実 であ る｡

人 の志士｣辻, および ビルマ独｣用_乙に終 始 -二門援助

指導 を 与えた大本ノ昌健二属の ｢南機闇｣′等に 闇す る信

頼すべきrf料が,H本側の記録であ るこ 上はい うま

で もないが,･Fか 17ビルマ側の記録 は さほ ど多 くは知

られていなか ったO

本吉は純粋の学 術研究雷 ではないが, 元 ｢三t･人

の志土 ｣の 一人 ボ ウ ･クーヤーが, rl己の困 険を基

.'=値丁 ,7'C 梅 南鳥 に 特設 され た 陸軍士官学校 での

ド :.卜人 の志上IJ迅 山猫 訓練 ぶ ～)か ら筆を説 き起 こ

L, バ ンコ //での ビルマ独 む∵車の編 成, 3隊 に分か

れての ビルマ進撃, そ してつ いに著者 の郷 里ピ ンマ
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